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卒業時基礎看護技術到達度に関する実態調査報告
　　　　　　　臨床と学校の考え方を比較して
看護専門学校 看護技術グループ
。宮崎フジ子　坂元　黒坂　石塚　黒田
はじめに
　看護技術チェックリストを使い始めて10年余りが
過ぎた。このチェックリストには、卒業時までに学校
及び臨床で身につけてほしい看護学総論に関する技術
項目を選出し載せている。
　今年度、看護技術グループでは、臨床指導者会議での
意見や参考資料等をもとにして、現在まで使用してき
たチェックリストの項目の大幅改定を試みた。その際、
臨床側と学校側との間には、技術経験項目の到達度に
関しての考え方に違いがあるのではないかということ
が問題になった。
　そこで、新しいチェックリストに載せた項目につい
て臨床の婦長・主任・指導者と学校の教員を対象に、
卒業時看護技術到達度に関する考え方についてアンケ
ート調査を行った。そしてさらに、それらの結果に学
生の過去4年間の技術経験状況もあわせて考察してみ
たので、それを報告する。
1．研究方法
　1）期間昭和63年9月2日～9月20日
2）対象臨床’?春主任藷66名
　　　　　　　　　　　　　回収53名（80．3％）
　　　　　学校教員　　　　　　　18名
　　　　　　　　　　　　　回収18名（100％）
3）調査内容・方法　看護技術チェックリスト（昭
　　　　　和63年改定版）178項目について下
　　　　　記ABCのいずれかで回答するアンケー
　　　　　ト調査
げてある。
・左端のnaと項目：naはアンケート用紙の各チェック
項目の通し番号。項目の表現は、簡略化してある。
・右端の19～22の数字：19～22回生までの卒業
時技術未経験者の割合（％）。尚、昭和63年からの追
加項目は斜線となっている。
・Dは無効回答
表1．必須項目について
1）臨床、学校ともにAが80％未満
　　　　　　　　　　　　　（＊印は50％未満）
チェック項目
臨　床　【劉 学　校　醐 2021駈 A B C D A B C
19 22
37自　動　血　圧　計 ㌔3434．0 22．6 6Lユ 27．8ユ1．1
63経　　管　　栄　　養 69．9 7．5 22．6 55．6 22．22222 o 11 7
68女　性　の　導　尿 79．0 7．5 13．5 66．6 33．4 0 33 o 2735
82気管内挿管の吸引 52．820826．4 ㌔2，2 66．711．137647080
83気切患者の吸引 56．615」 283 ㌔a3 55．61L10 371922
1ユ8血　　糖　　測　　定 7732．8 18．9 ？7．8 0 222
血　　液　　ガ　　ス 71．711317．0 72．2 16．711．1119
?３2
P36
腰　　椎　　穿　　刺 64213．2 22．6 ㌔333＆92786 24 9 7
EKG電極装着79．0 7．5 13．5 、8．9 44．416．7
149IVHセット交換67．918．9 132 61．1 11．127B8 3 4 7
150輸　　　　　　　血 66．0 13．2 18．9 1．9 ㌔8．9 33．327β10201927
166退院時生活捲導 71．7ユ3．2 ユ3．2 1．9 66．6 ユ6．7 16．7
167退　院　時　要　約 69．811．3 17．0 1．9 61．13335．6
173気管内挿衝の準備 73β 13．2 13．2 50．0 38．9 11．1 o 0 3050
177」一救急カートの点検 69β13217．0 6L13335．6
2）臨床のみAが80％以上
13術創のある人の清拭792　38　17094．41　5，6［　O
3）学校のみAが80％未満
A→卒業時までに、当然できなければならない
B→卒業時までには、できなくでもやむを得ない
C→A、Bどちらとも言えない
2．結　果
く表の見方〉
・表1は必須項目、表2は必須以外の項目についてあ
26直　　腸　　検　　温 90．5 3．8 5．7 66．6 16．716．7 2 0 69 0
46ベンチュリーマスク gα5 3．8 5．7 72．2 5．6 22．2
57輸送（体に装新物のある 8495．7 9．4 77．8 11．1 11．1 0 o 4 1
65便器捜入（動けぬ人） 92．5 0 7．5 7221L116．7 0 o 0 19
66尿器介助（男性） 100 o 0 77．7 16．7 5石 2 0 3 11
尿道留薗カテーテル 86．8 5．7 7．5 66．627β 5．6 0 1 工 o
膀　　胱　　洗　　浄 81．2 9．4 9．4 55．5 27．816．7 6 171112
81口　　　鼻　腔　吸　引 86．8 1．9 113 77β1U1L1 0 11 8 1
91カーデックス記載 81．211β 7．5 72．2 27β 0
110抑　　　制　　　帯 83．0 1．9 15．1 77．8 16．7 5．6 5 0 1 1
126P　　　　S　　　　P8L10 18．9 55．6 33．3 11．1
一一@65　一
表2．必須以外の項目について
　1）臨床、学校ともにAが80％以上
遜
臨　床　個 学　校　囲チェック項目 A B C D A B C 19 2021 22
10四肢障害者、寝衣交換 86．8 0 13．2 83．3 16．7 0 5 17 4 ユ2
17清拭車取り扱い 86．8 5．7 7．5 94．4 5．6 0
36血　圧測定（触診） 100 0 0 100 0 0
　曹S2冷　　　　湿　　　　布 100 0 0 94．4 5．6 0
43氷　　　　の　　　　う 98．1 1．9 0 94．4 5．6 0
51運　動　の　援　助 86．8 3．8 9．4 89．0 5．5 5．5 0 0 1 7
67尿　器　介　助　（女） 98ユ Q 1．9 88911．1 o Q o 2453
92経　過記　録紀載 83．0 5．7 1ユ．3 88．9 11．1 0
107HB〔＋）取り扱い90．6 3．8 5．6 88．9 11．1 o
138舌　下　錠　与　薬 92．5 0 7．5 83．3 16．7 o 68616672
141皮　　下　　注　　射 98．ユ 1．9 0 83．31L1 5．6 54635860
43継続注射（筋注・皮下） 100 0 0 88911．1 0 0 142237
159Ope出　し　準　備88．7 38 5．6 L9 83．3 16．7 0 0 0 0 0
2）臨床のみAが80粥以上
27口　　腔　　検　　温 94．3 1．9 3．8 72222．2 5．6 i375　9694
40メ　ン　タ　湿　布 94．3 3．8 1．9 66．7 22．21L18 3616458
4弓 氷　　　　　　　　頸 96．2 1．9 L9 72．2 11．1 16．7116314269
121蓄　　　　　　　　尿 98．1 1．9 0 77．8 11．11L1 0 0 0 12
122中　　　　間　　　　尿 86．8 3．8 7．5 L9 77B16．7 5527768078
123全尿からの採尿 98．1 L9 0． 77816．7 5．5 11763158
検　　　　　　　　便 94．3 1．9 3．8 72．2 22．2 5β 1？ 536467128
P29喀　　疲　　採　　取 92．4 1．9 5．7 50D33．3 16．729556251
140皮　　内　　注　　射 92．4 1．9 3β 1．9 72．2 16．7 11．146424184
171気　　道　　確　　保 90β 0 9．4 77．8 16．7 5．5 0 284153
176心　マ　ッ　サ　一　ジ 84．9 5．7 9．4 44．4 55．6 0 67879293
3）学校のみAが80　％YX上……なし
3，考　察
　今回のアンケートの結果、まず臨床側と学校側の技
術到達度に対する考え方の違いに着目してみることに
する。
　全体的には臨床の方が学校よりAの割合は多かった。
多かったといっても、あまり差のないものから、表1
－1）／ki　82、136、表1－3）、表2－2）のように差の開き
のあるものまで様々であった。このような結果から、臨床
の方が期待度は高いと考える。同様の調査を行っぞ茄
出ぜ真田らの調査においても、臨床の期待度が高い結
果がみられている。しかし、川出の調査よりも、臨床学
校ともに期待度は当院・当校の方が高い結果であった。
よって、当院・当校ともに、より実践的看護婦の育成
を目指しているといえるかもしれない。
　尚、学校側の方が期待度の高かったものも7項目あ
った。表1－1）4637、118、11　9、表1－2）13、
表2－1）17、『51、92である。
　次に、必須、必須外という視点から、臨床、学校側
の結果に、過去4年間の卒業時未経験状況をあわせて
考察してみる。必須なのに臨床、学校ともにAが80％
未満のものが15項目あった。（表1－1）参照）そのう
ち、，4ti　63、132、149は、学生の未経験割合は少く、
必須としておいてもよいと考える。反対に姦82は未経
験者も多く、必須外でもよいかもしれない。その他に
関しては、昭和63年からの追加項目も多く、24回
生の結果をみて検討を加えたい。表1－3）は、学校
の期待度はやや低いが、学生は殆んど経験できており、
臨床の期待も高いので、このまま必須としてよいだろ
う。必須外で臨床、学校ともにAが80％以上のもの
は13項目あった。（表2－1）参照）このうち、／16．
138、141は学生の未経験者が多く、必須とするには
難しい。しかし他のものは、必須としてもよいのでは
ないか。必須外で臨床のみ8　O％以上期待しているもの
については、％．121を除いては、学生の未経験者が多
く、必須とするには難しいと考える。
　以上、今回のアンケートから、今後に向けていくつ
かの検討事項を具体的に考えることができた。
　このチェックリストは、単なる経験回数の増加が目
的ではなく、意図的にチェックしながら内容のある経
験の積み重ねができるようにしていくことがねらいで
ある。このことから考えると、今後は、項目1っ1つ
の習熟度を明らかにすると共に、現在使用している実
技チェック表の見直しも必要だと考える。
4．おわりに
　チェックリストの内容は、医学の進歩とその内容の
複雑化、疾患の多様化・治療・看護の方法の変化に伴
って修正させていかなければならない。臨床と学校と，
で今後も話し合いをもち、学生に期待するものの差を
少しでも少くし、よりよい方向を目指していきたい。
　今回アンケート調査に御協力いただいた婦長、主任、
指導者の皆様に深くお礼申し上げます。
参考文献
＊1　川出富貴子、明神啓子：卒業時における看護技
　　術到達目標に対する期待と要望、看護展望
　　　Vo　1．　7　／iE　3　1982
＊2　吉田時子、吉武香代子：看護の基礎教育終了時
　　　における看護技術の到達度に関する研究，ナー
　　　スステーション．VoL5　Ma　4．　1975
一一@66　一一
